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2 U-11(P) 　ケアハウスに関する基礎的研究（第３報）

　　　　　居室の利用形態に関する事例報告

聖霊女子短大　○佐藤了子　　佐々木久長　　佐藤衛子

ポスターセッション

　〔目的〕ケアハウスの居室は、個室ではあってもその広さや形は画一化されている。その

空間をどのように利用しているのかという利用実態を明らかにすること、入居前と入居後

の家具や持ち物（本や衣類等）の量の変化を明らかにすること、居室に対する住生活の視

点からの入居者の評価を明らかにすることが第３報の目的である。

　〔方法〕調査対象施設は第1･2報に同じ。夫婦１組、男１名、女３名の計６名を対象に、面

接聞き取り方式で調査した。

　〔結果〕（1）入居前の住宅が賃貸であった人や持ち家を処分してきた人は、衣類の持ち込み

が多く、和服など日常的に使用しない衣類を処分しているケースが多かった。それに対し

て、入居前の住宅をそのまま利用しているケースでは。季節毎に居室に置く衣類を交換し

ており、持ち込み量も多くない。（2）居室内及び共同の設備に対しては、概ね満足している。

しかし、居室の床面積及び収納場所については、殆どが不足していると回答している。見

学に来て入居を取りやめた人の殆どが「狭さ」を理由にしていたということからも、ケア

ハウスでは個室が提供されるとはいえ、その人の全生活が展開される場であることを考え

ると、共同の倉庫を設置するなどの対策が必要なのかもしれない。

2 U-12(P) 住環境と健康に関する調査
　○東　実千代＊　新谷　恵*＊　平岡　典代＊3疋田　洋子＊

　　　(＊奈良女大　* *奈良女大・院　* 3大和団地(株))

【目的】近年､人々の健康に対する意識は高まり、一日の大半を室内の中で過ごすことを考え合

わせると､住環境との関わりは重要な視点であると考える。本調査は居住者の住環境と住生活の

現状を把握するとともに、おもに室内の化学物質が原因と考えられる健康障害の実態を探ること

を目的とした。

【方法】調査方法は質問紙調査とした。調査項目はＷＨＯの定義によるシックビル症候群の症状

を参考に、｢独特の臭い(刺激臭)を感じる｣など12の症状を設定し､それらの症状の有無および

現在の住環境､家族構成等の基本的属性､住宅における暮らし方、健康状況などである。調査

期間は1996年s月下旬から9月上旬で､近畿圏新興住宅地を中心に742部を配布し､うち596

部を回収した。回収率は80. 3％であった。

【結果】調査対象596世帯中75世帯(12. 6%)に12の症状のいずれかを訴えている居住者が

認められた｡これら該当世帯の住環境は、住宅の建築年が新しいこと、環境が都心に近いこと、

住宅面積が小さいこと､新工法の住宅であること、日照･通風条件が悪いことなどかあげられた。

また冷暖房機器の使用時間や在宅時間、日中の換気状況などの暮らし方との関わりも示唆され

た｡症状については入居後すぐの場合は｢独特の臭いを感じる｣や｢目がちかちかする､涙がで

やすい｣などの申告が多く、入居後1ヶ月以上経過した場合は｢疲れやすい｣｢体の調子が悪い｣

などの申告が多く､経時による違いが認められた。
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